
認定NPO法人 
ヒマラヤ保全協会
IHC-JAPAN: The Institute for 
Himalayan Conservation Japan

ネパール・ヒマラヤと日本をつなぐ会報誌「シャングリラ」

第97号

現地住民による
  森林保全



現 地 地活 動
現地住民による森づくりが進んでいます
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現地スタッフのチトラさん

2015年度は、あわせて7万2,805本の苗木を植樹
し、植林地域と苗数内訳は、ダウラギリ地域（ド
バ村11,030本・ベガコーラ村9,193本・ダグナム
村7,947本・ジーン村13,377本・バランジャ村
22,746本）、アンナプルナ地域（サリジャ村
8,512本）でした。
今年度、植樹本数は約5万5,000本の予定して今年度、植樹本数は約5万5,000本の予定してお
り、今までのダウラギリ地域への植林は総数とし
て約113万本になります。
サリジャ村、ドバ村、ダグナム村、ベガ村は植林
予定をほぼ終了です。

ヒマラヤ保全協会が長年続けて来た活動で、現
地住民との信頼関係が築きあげられ、日本の里山
に見られるような森林保全の重要性が伝わりまし
た。今まで日本人スタッフを筆頭に進めていた活
動は、現地の村長、苗畑管理人、現地スタッフに
引き継がれ、今まさに現地住民による森づくりが
進められています。
適宜モニタリング、調整を行いながら現地住適宜モニタリング、調整を行いながら現地住民
をサポートし、植林をこれまで通り進めてまいり
ます。
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苗をひとつひとつ植林します

森林保全のためのヒマラヤイラクサを用いたビジネスの可能性調査へ

↓ヒマラヤイラクサより
　作られた繊維

　　　　　　ヒマラヤイラクサ→
漢字で「刺草」と書く通りに、触
れると手がチクチクといたみます。
加工は枯れたものを使用します。

ヒマラヤ保全協会では、ヒマラヤイラクサより
作られた生地によって収入向上事業が成功し、現
地の女性達の収入向上のみならず、女性達の自信
や家族内での地位向上などのQOLの向上を支援す
ることができました。
今回、公益財団法人今回、公益財団法人 国際緑化推進センター
(JIFPRO)の助成により、さらにこのヒマラヤイラ
クサの可能性をさぐる調査を行っております。
これは、地球規模での森林破壊を防ぐためのこれは、地球規模での森林破壊を防ぐための、
途上国の森林保全に貢献し得る森林ビジネスの調
査です。このヒマラヤイラクサによって地域住民
が経済的価値を得られれば、森林保全の持続的運
営のサポートにも繋がります。
調査の結果など、またご報告いたします！

JIFPROのホームページ
http://www.jifpro.or.jp/Top_J.htmlhttp://www.jifpro.or.jp/Top_J.html

（文責：清田）

子供たちも一緒に植林します！

苗畑管理人によって植樹する苗が育てられます。 植林は村人達によって、継続されます。

植林作業はみんなで力を合わせて行います！
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ドラカ村は2015年4,5月に起きた地震の影響で
大規模な土砂崩れの被害を受けました。住民への
聞き取り調査の結果、地震により生活用水の水源
が埋没、貯水施設も崩壊したため、生活用水の復
旧が緊急に必要との要請がありました。さらに住
民との協議の結果、以下の支援を確定しました。
①水源の掘り起こし、
水源から７km離れた村までのメイン水源から７km離れた村までのメイン
パイプラインの設置
②貯水施設施設の再建
③分岐用貯水タンクの設置 →
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この支援により７村1,425人の住民に再び生活用
水が届く計画です。
現地の水管理を18年間してきたエンジニア、ク
リシュナさんに作業の指揮をお願いし、現地住民
が主体とした再建計画をもとに作業が開始いたし
ました。

支援内容：
①水源の掘り起こし、
水源から７km離れた村までの
メインパイプラインの設置
②貯水施設施設の再建
③分岐用貯水タンクの設置
支援する7村：支援する7村：
Payuswara(パィユスワラ)
Padeli(パディリ)
Dangalpu(ダンガールプ)
Pipalbot(ピープルボッド) 
Dharamghar(ダラムガル) 
Millghumti(ミルグムティ) 
Mati(マティ) Mati(マティ) 

復 興 地支 援
7村の住民1,425人の方への生活用水を届けます

給水パイプラインの普及支援

各村の水管理人による話し合いの様子（写真右がクリシュナさん）



現

支援は設営に必要な資材など
に支払われ、建築作業は水管理
のエンジニア、クリシュナさん
を中心に、村人達によるシャナ
スラムダン(「人的」「労働」
「財力」を組み合わせたネパー
ル語で、無償恊働作業のこと)で
進められました。進められました。

分岐用貯水タンクも無事設置
することができました。本当に
沢山のご支援ありがとうござい
ました！
（※現在、義援金の募集は行ってお
りません。)

（文責：清田）

1997年にポカラにて

地震の土砂崩れにより埋没した水源を掘り起こし、
崖崩れの再発防止用工事を実施

水源近くの老朽化した貯水タンクを復旧 メインパイプ設置を住民の皆で
行いました。

水管理のエンジニアを中心に、ジャナスラダンで復旧作業
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2016年6月19日(日)モンベルクラブ渋谷店の5
階サロンにて2016年度ヒマラヤ保全協会会員総
会が行われました。
長年、ヒマラヤ保全協会が続けてきた植林事長年、ヒマラヤ保全協会が続けてきた植林事業
によって、現地スタッフ・苗畑管理人が技術を習
得し、また村人達へも森林保全の重要性が浸透い
たしました。今後は日本人スタッフを筆頭に進め
ていた活動からスタイルをか変え、現地住民の経
験が国の森づくりとして活かされるよう支援・サ
ポートしていくことが確認されました。
この度、事務所が渋谷区から新宿区に移転しこの度、事務所が渋谷区から新宿区に移転した
ため、それにともなう定款変更についても確認さ
れました。（詳細は８ページをご覧下さい）

内国 活 動
「経済人コー円卓会議日本
委員会」の企業とマルチス
テークホルダーの勉強会で
ある「ステークホルダー・
エンゲージメントプログラ
ム」にご招待いただき、

「SDGs13：気候変動へのアプローチ【森づくりは人づ
くり】」という題目で、講演をいたしました。

関連URL
http://crt-japan.jp/project-overview/stake
holder_engagement/program2016/

SDGs－持続可能な開発目標（SustainablSDGs－持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals）は、2015年9月、国連サミ
ットで採択され、「持続可能な開発」を目指す、
先進国も途上国も含めた国際社会共通の目標で
す。

2016年6月18日(土)JICA駒ヶ根（長野県）にて、
「ネパール大地震から1年。それぞれの復興支援活動～
JICA、NGO、青年海外協力隊OB・OGの取り組み～」
が行われ、当会の復興支援と現在の状況を報告しまし
た。
ネパールポカラ市と姉妹都市である駒ヶ根市そしネパールポカラ市と姉妹都市である駒ヶ根市そして
地元のネパール交流市民の会、協力隊を育てる会、
JICA駒ヶ根の連携ネパールへの熱い想いが詰まったイ
ベントでした。

2016年7月23日(土)京都府福知山市で開催された福
知山母親大会にて「ヒマラヤに暮らす女性たちの自立
を支えて」という題目で、事務局長が講演いたしまし
た。90名を超える方々にお集り頂き、日本から遠く
離れたヒマラヤの女性達の活躍に共感して頂いた様子
でした。
環境や境遇は違えど、人が輝いていくことやそれ環境や境遇は違えど、人が輝いていくことやそれを
支える活動は心を打つものがあると実感しました。

企業とマルチステークホルダーの勉強会に参加

JICA駒ヶ根にて、復興支援報告

京都、福知山母親大会での講演

総会の報告





事務所移転のお知らせ
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TEL: 080-3570-8458　　e-mail: ihcjpn@ybb.ne.jp  　ホームページ: http://www.ihc-japan.org

100円で1本の木をヒマラヤに植えよう！　ご支援お待ちしております！

※銀行振込みをご利用いただいた場合は、ご氏名（ふりがな）
とご住所を、e-mailにてご連絡ください。
※国税庁より「認定NPO法人」として認可されておりますので
、皆様からのご寄付は、税法上の特例措置の対象となります。

会報をPDFデータにてお送りします！
紙資源削減のため、ご希望者の方に会報をPDFデータ
にて送信いたします。
（※厳密にはPDFデータが掲載されているURLをお知らせします）

ご希望の方は、info@ihc-japan.org　まで
送信希望のメールアドレスをお送り下さい！
次号よりメールにて会報のPDFデータをお送りします。

務事 だより局


